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エネルギー消費量

						エネ消費量 ショウヒリョウ		エネ原単位 ゲンタンイ

						(KL)		（KL/t)

				2010		39		1.73E-04

				2011

				2012

				2013

				2014		32		1.54E-04

				2015		29		1.61E-04

				2016		24		1.65E-04

				2017		28		1.67E-04

				2018		31		1.63E-04

				2019		18		1.53E-04

				2020		31		1.67E-04

																		基準年⇒2019年 キジュン ネン ネン												基準年⇒2019年 キジュン ネン ネン

														エネルギー消費量の増減 ショウヒリョウ ゾウゲン						（％）						エネルギー原単位の増減 ゲンタンイ ゾウゲン						（％）

														エネルギー消費量の増減　　合計 ショウヒリョウ ゾウゲン ゴウケイ		（万トン‐CO2) マン		-21.249		-52.3						エネルギー原単位の増減　　合計 ゲンタンイ ゾウゲン ゴウケイ		（万ｋｌ/トン) マン		-0.210		-12.1

														事業者の省エネ努力分 ジギョウシャ ショウ ドリョク ブン				-2.461		-6.3						生産活動量の変化 セイサン カツドウ リョウ ヘンカ				0.732		42.2

														生産変動分 セイサン ヘンドウ ブン				-18.788		-46.0						燃料消費量の変化 ネンリョウ ショウヒリョウ ヘンカ				-0.942		-54.3



														  活動量：基準年(2010年）　 カツドウ リョウ キジュン ネン ネン		225,593トン										  活動量：基準年(2010年）　 カツドウ リョウ キジュン ネン ネン		225,593トン

														　　　　　　　　　　　2018月分年　　 ガツブン ネン		117,307トン										　　　　　　　　　　　2018年　　 ネン		117,307トン





エネルギー消費量(KL)	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	39.1	32.4	29.2	24	28.3	30.9	18	31.1	







エネルギー消費量原単位(KL/t)	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	1.73E-4	1.54E-4	1.6100000000000001E-4	1.65E-4	1.6699999999999999E-4	1.63E-4	1.5300000000000001E-4	1.6699999999999999E-4	







CO2排出量

						CO2排出量 ハイシュツ リョウ						生産活動量 セイサン カツドウ リョウ

						（万ｔ－CO2） マン						（ｔ）

				2010		90.2				2010		225,593

				2011						2011

				2012						2012

				2013						2013

				2014		75.0				2014		210,891

				2015		67.5				2015		180,183

				2016		55.2				2016		145,784

				2017		65.2				2017		169,775

				2018		71.1				2018		189,856

				2019		41.9				2019		117,307

				2020		70.6				2020		183,807

																						基準年⇒2018年 キジュン ネン ネン						2015年から世界的な鉄鋼製品の需給バランスが ネン セカイテキ テッコウ セイヒン ジュキュウ

																		CO2排出量の増減の要因 ハイシュツ リョウ ゾウゲン ヨウイン						（％）				崩れ、黒鉛電極の出荷量減、価格急落を招いたが、 クズ コクエン デンキョク シュッカ リョウ ゲン カカク キュウラク マネ

																		CO2排出量の増減　　合計 ハイシュツ リョウ ゾウゲン ゴウケイ		（万トン‐CO2) マン		-48.232		-20.8				国内電極メーカーは減産して対応した。 コクナイ デンキョク ゲンサン タイオウ

																		事業者の省エネ努力分 ジギョウシャ ショウ ドリョク ブン				-8.345		-9.3				その後、中国の地条鋼問題を契機として、2017年 ゴ チュウゴク チ ジョウ コウ モンダイ ケイキ ネン

																		燃料転換等による変化 ネンリョウ テンカン ヒトシ ヘンカ				0.299		0.3				中頃から環境が大きく変わり、電極の需要は極めて ナカゴロ カンキョウ オオ カ デンキョク ジュヨウ キワ

																		購入電力分変化 コウニュウ デンリョク ブン ヘンカ				0.806		0.9				タイトとなり生産・価格は急激に回復した。 セイサン カカク キュウゲキ カイフク

																		生産変動分変化 セイサン ヘンドウ ブン ヘンカ				-40.992		-45.5



																		  活動量：基準年(2010年）　 カツドウ リョウ キジュン ネン ネン		225,593トン

																		　　　　　　　　　　　2018年　　 ネン		189,856トン











CO2排出量（万トン-CO2）	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	90.2	75	67.5	55.2	65.2	71.099999999999994	41.9	70.599999999999994	







生産活動量	（ｔ）	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	225593	210891	180183	145784	169775	189856	117307	183807	







CO2原単位

						CO2排出原単位 ハイシュツ ゲンタンイ						生産活動量 セイサン カツドウ リョウ

						（万t－CO2/ｔ） マン						（ｔ）

				2010		4.00E-04				2010		225,593

				2011						2011

				2012						2012

				2013						2013

				2014		3.56E-04				2014		210,891

				2015		3.75E-04				2015		180,183

				2016		3.78E-04				2016		145,784

				2017		3.84E-04				2017		169,775

				2018		3.76E-04				2018		189,856

				2019		3.57E-04				2019		117,307

				2020		3.84E-04				2020		183,807





																								基準年⇒2019年 キジュン ネン ネン

																				CO2原単位の増減の要因 ゲンタンイ シュツリョウ ゾウゲン ヨウイン						（％）

																				CO2原単位の増減　　合計 ゲンタンイ シュツリョウ ゾウゲン ゴウケイ		（万トン‐CO2) マン		-0.423		-10.6

																				事業者の省エネ努力分 ジギョウシャ ショウ ドリョク ブン				-0.483		-12.1

																				燃料転換等による変化 ネンリョウ テンカン ヒトシ ヘンカ				-0.021		-0.5

																				購入電力分変化 コウニュウ デンリョク ブン ヘンカ				0.081		2.0



																				  活動量：基準年(2010年）　 カツドウ リョウ キジュン ネン ネン		225,593トン

																				　　　　　　　　　　　2019年　　 ネン		117,307トン















CO2原単位（万トン-CO2/活動量-トン）	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	4.0000000000000002E-4	3.5599999999999998E-4	3.7500000000000001E-4	3.7800000000000003E-4	3.8400000000000001E-4	3.7599999999999998E-4	3.57E-4	3.8400000000000001E-4	







生産活動量（トン）	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	225593	210891	180183	145784	169775	189856	117307	183807	







原単位の推移

				生産活動量とCO2原単位の推移 セイサン カツドウ リョウ ゲンタンイ スイイ														生産活動量とCO2原単位の推移 セイサン カツドウ リョウ ゲンタンイ スイイ

						活動量 カツドウリョウ		CO2原単位 ゲンタンイ

				2010		225,593		4.00E-04

				2014		210,891		3.56E-04

				2015		180,183		3.75E-04

				2016		145,784		3.79E-04

				2017		169,775		3.83E-04

				2018		189,856		3.76E-04

				2019		117,307		3.57E-04

				2020		183,807		3.84E-04

				2030		196,499		3.80E-04

																・ 2010年及び2014年から2018年までの活動量とCO2原単位の推移を示す。 ネン オヨ ネン ネン カツドウ リョウ ゲンタンイ スイイ シメ

																･ 調査由来のデータとしては不十分であるが、今後もデータを蓄積し、CO2原単位の動向を注視していく。 チョウサ ユライ フジュウブン コンゴ チクセキ ゲンタンイ ドウコウ チュウシ

																　



225593	210891	180183	145784	169775	189856	183807	196499	4.0000000000000002E-4	3.5599999999999998E-4	3.7500000000000001E-4	3.79E-4	3.8299999999999999E-4	3.7599999999999998E-4	3.8400000000000001E-4	3.8000000000000002E-4	
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